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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光軸上の最も物体側に配置された、少なくとも１枚のレンズを有するレンズ群と、
　前記レンズ群を保持するレンズ群枠と、
　少なくとも１つの端子を含む第１端部と、少なくとも１つの端子を含む第２端部と、前
記第１端部と前記第２端部との間に配置された装着部と、を有するフレキシブル配線と、
　前記第１端部を保持する第１支持枠と、
　前記第１支持枠に対して第１方向に移動可能であり、且つ前記装着部の弾性力を利用し
て前記装着部を保持する収納部を有する第２支持枠と、
　前記第１支持枠に対して前記第１方向に移動可能に配置され前記第２端部を保持する第
３支持枠と、
を備え、
　前記レンズ群枠は、前記第１支持枠及び前記第２支持枠に対して前記第１方向に移動可
能に配置されている、
レンズ鏡筒。
【請求項２】
　前記装着部は、たわんだ状態で前記収納部に前記第１方向に挿入されている、
請求項１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項３】
　前記装着部は、前記第１方向に平行な基準線を中心に円弧状にたわんでいる、
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請求項１または２に記載のレンズ鏡筒。
【請求項４】
　前記収納部は、前記第２支持枠の円周方向に沿って形成され前記装着部が挿入されたス
リットを有している、
請求項１から３のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項５】
　前記装着部は、配線がプリントされた配線部と、前記配線部に固定された補強部材と、
を有しており、
　前記補強部材の剛性は、前記配線部の剛性よりも高い、
請求項１から４のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項６】
　前記補強部材は、たわんだ状態で前記収納部に挿入されている、
請求項５に記載のレンズ鏡筒。
【請求項７】
　前記装着部は、配線がプリントされた配線部を有しており、
　前記配線部は、折り畳まれた状態で前記収納部に挿入されている、
請求項１から４のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項８】
　前記装着部は、前記配線部に固定された補強部材を有しており、
　前記補強部材は、たわんでいない状態で前記配線部とともに前記収納部に挿入されてい
る、
請求項７に記載のレンズ鏡筒。
【請求項９】
　前記収納部は、前記第２支持枠に対する前記装着部の移動を規制する規制部を有してい
る、
請求項１から８のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項１０】
　前記規制部は、前記第２支持枠に対する前記装着部の前記第１方向への移動を規制する
、
請求項９に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１１】
　前記装着部は、第１主面と、第２主面と、前記第１主面から前記第２主面まで貫通する
少なくとも１つの孔と、を有しており、
　前記規制部は、前記孔に挿入される少なくとも１つの突起を有している、
請求項９または１０に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１２】
　前記収納部は、前記第１主面と当接する第１支持部と、前記第２主面と当接する第２支
持部と、を有しており、
　前記突起は、前記第１支持部および前記第２支持部の少なくとも一方から前記第１方向
に垂直な第２方向に突出している、
請求項１１に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１３】
　前記装着部は、第１主面と、第２主面と、を有しており、
　前記収納部は、前記第１主面と当接する第１支持部と、前記第２主面と当接する第２支
持部と、を有している、
請求項１から１０のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項１４】
　前記第１支持部は、前記第１主面の縁の少なくとも一部と当接しており、
　前記第２支持部は、前記第２主面の中央部と当接している、
請求項１３に記載のレンズ鏡筒。
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【請求項１５】
　前記第１主面は、前記第１方向に平行に配置された第１縁部と、前記第１方向に平行に
配置され前記第１縁部と反対側に配置された第２縁部と、を有しており、
　前記第１支持部は、前記第１縁部と当接する第１当接部と、前記第２縁部と当接する第
２当接部と、を有している、
請求項１３または１４に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１６】
　前記装着部は、第１支持孔と、第２支持孔と、を有しており、
　前記収納部は、前記第１方向と垂直な第２方向に前記第１当接部から突出し前記第１支
持孔に挿入された第１突起と、前記第２当接部から前記第２方向に突出し前記第２支持孔
に挿入された第２突起と、を有している、
請求項１５に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１７】
　前記第１支持部は、前記装着部よりも外周側に配置されており、
　前記第２支持部は、前記装着部よりも内周側に配置されており、
　前記第１突起は、前記第２方向において前記第１当接部から内側に突出しており、
　前記第２突起は、前記第２方向において前記第２当接部から内側に突出している、
請求項１６に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１８】
　前記収納部は、前記第２支持枠の円周方向において前記第１当接部と前記第２当接部と
の間に形成された切欠部を有している、
請求項１６または１７に記載のレンズ鏡筒。
【請求項１９】
　前記第２支持部は、前記第２支持枠の円周方向において前記第１突起および前記第２突
起の間に配置されている、
請求項１８に記載のレンズ鏡筒。
【請求項２０】
　前記収納部は、前記装着部に対して前記第１当接部と反対側に配置された第１開口と、
前記装着部に対して前記第２当接部と反対側に配置された第２開口と、を有している、
請求項１８または１９に記載のレンズ鏡筒。
【請求項２１】
　前記第１突起は、前記第１開口の範囲内に配置されており、
　前記第２突起は、前記第２開口の範囲内に配置されている、
請求項２０に記載のレンズ鏡筒。
【請求項２２】
　前記装着部は、前記第２支持枠の外周面と内周面との間に配置されている、
請求項１から２１のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項２３】
　前記第１支持枠に対する前記第３支持枠の最大移動量は、前記第１支持枠に対する前記
第２支持枠の最大移動量よりも大きい、
請求項１から２２のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項２４】
　前記フレキシブル配線は、前記第１端部と前記装着部とを連結する第１連結部と、前記
第２端部と前記装着部とを連結する第２連結部と、を有しており、
　前記装着部の剛性は、前記第１連結部の剛性および前記第２連結部の剛性よりも高い、
請求項１から２３のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項２５】
　前記第１支持枠に固定され光を電気信号に変換する撮像素子、
をさらに備え、
　前記装着部は、前記収納部の前記撮像素子が配置されている側から前記収納部に挿入さ
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れている、
請求項１から２４のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【請求項２６】
　前記収納部は、前記装着部を取り外し可能に保持している、
請求項１から２５のいずれかに記載のレンズ鏡筒。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　ここに開示される技術は、レンズ鏡筒およびそれを用いた撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）やＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐ
ｌｅｍｅｎｔａｒｙ　ｍｅｔａｌ－ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）センサ等
の撮像素子を用いた撮像装置の普及が著しい。撮像装置としては、例えばデジタルスチル
カメラやデジタルビデオカメラなどが挙げられる。一般に、撮像装置には、被写体の光学
像を撮像素子に結像させるためのレンズ鏡筒が搭載されている。この種のレンズ鏡筒とし
て、撮影をしない場合にレンズ鏡筒がカメラ本体に収納される沈胴式レンズ鏡筒が用いら
れている（例えば、特許文献１～３参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－１８５７８６号公報
【特許文献２】特開平０８－２５４６４６号公報
【特許文献３】特開平０５－１３４１５９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　例えば、特許文献２に記載のレンズ鏡筒は、ベース枠と、ベース枠に対して移動可能に
配置された移動枠と、を有している。移動枠に装着された特定のユニットにフレキシブル
配線が接続されている。フレキシブル配線は帯状の引き出し部を有しており、この引き出
し部が移動枠からベース枠まで延びている。移動枠がベース枠に対して移動すると、それ
に伴いフレキシブル配線の引き出し部が張ったり緩んだりする。引き出し部の長さを適切
に設定することで、移動枠の動きが妨げられるのを防止できる。
【０００５】
　しかし、移動枠に対して引き出し部の位置がずれると、移動枠が移動する際に引き出し
部にねじれが生じ、フレキシブル配線が破損することも考えられる。
　そこで、特許文献２に記載のレンズ鏡筒では、リベットなどの固定部材により引き出し
部が移動枠に固定されている。
　しかし、このような構成では、レンズ鏡筒の組立時に引き出し部を移動枠に取り付ける
のに手間がかかる。
【０００６】
　そこで、テープなどの粘着性のある材料で引き出し部を移動枠に固定することが提案さ
れている。
　しかし、例えば、経時変化や環境変化によりテープの粘着性が失われると、移動枠に対
する引き出し部の位置がずれてしまう。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　ここに開示されるレンズ鏡筒は、レンズ群と、レンズ群枠と、フレキシブル配線と、第
１支持枠と、第２支持枠と、第３支持枠とを、備えている。レンズ群は、光軸上の最も物
体側に配置された、少なくとも１枚のレンズを、有する。レンズ群枠は、レンズ群を保持
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する。フレキシブル配線は、第１端部と、第２端部と、装着部と、を有している。第１端
部は、少なくとも１つの端子を含んでいる。第２端部は、少なくとも１つの端子を含んで
いる。装着部は第１端部と第２端部との間に配置されている。第１支持枠は、第１端部を
保持する。第２支持枠は、第１支持枠に対して第１方向に移動可能であり、且つ装着部の
弾性力を利用して装着部を保持する収納部を、有している。第３支持枠は、第１支持枠に
対して第１方向に移動可能に配置され、第２端部を保持している。ここで、レンズ群枠は
、第１支持枠及び第２支持枠に対して第１方向に移動可能に配置されている。
【０００８】
　このレンズ鏡筒では、装着部の弾性力を利用して収納部が装着部を保持しているので、
経時変化や環境変化により第２支持枠に対するフレキシブル配線の装着状態が変化しにく
くなる。また、場合によっては、テープなどの固定部材を用いることなく第２支持枠が装
着部を保持することができるので、第２支持枠に対するフレキシブル配線の装着状態が経
時変化の影響を受けなくなる。
【発明の効果】
【０００９】
　以上のように、このレンズ鏡筒では、フレキシブル配線の取り外しを容易にしつつ装着
状態の安定性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】デジタルカメラの斜視図
【図２】レンズ鏡筒の断面図（広角端）
【図３】レンズ鏡筒の断面図（望遠端）
【図４】レンズ鏡筒の断面図（沈胴時）
【図５】直進枠および第２レンズ枠の分解斜視図
【図６】直進枠および第２レンズ枠の分解斜視図
【図７】直進枠および第２レンズ枠の分解斜視図
【図８】フレキシブル配線の展開図
【図９】収納部の拡大斜視図（図６の部分拡大図）
【図１０】収納部の拡大斜視図（図５の部分拡大図）
【図１１】収納部およびフレキシブル配線の断面図
【図１２】装着部および収納部の分解斜視図（他の実施形態）
【図１３】（Ａ）装着部および収納部の平面概略図（他の実施形態）、（Ｂ）図１３（Ａ
）のXIIIA－XIIIA断面図（他の実施形態）
【図１４】（Ａ）および（Ｂ）装着部の概略構成図（他の実施形態）
【図１５】収納部およびフレキシブル配線の断面図（他の実施形態）
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　＜デジタルカメラの構成＞
　図１に示すように、デジタルカメラ１（撮像装置の一例）にはレンズ鏡筒１００（レン
ズ鏡筒の一例）が搭載されている。ここで、撮像装置としては、例えば撮像素子を用いた
デジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラが挙げられる。また、撮像素子としては、
例えばＣＣＤイメージセンサやＣＭＯＳイメージセンサが挙げられる。
【００１２】
　＜レンズ鏡筒の全体構成＞
　レンズ鏡筒１００の全体構成について説明する。図２～図４に示すように、レンズ鏡筒
１００は、光学系Ｏと、固定鏡筒１１０（第１支持枠の一例）と、固定鏡筒１１０の内側
に配置された移動鏡筒１２０と、ＣＣＤユニット２６０（撮像素子の一例）と、を備えて
いる。
【００１３】
　光学系Ｏは、第１レンズ群１４０ａ、第２レンズ群１４０ｂおよび第３レンズ群１４０
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ｃを有している。光学系Ｏは各レンズ群により定義される光軸Ｌを有している。以下、光
軸Ｌに平行な方向を光軸方向とも言う。なお、光軸方向は、第２移動鏡筒１２０ｂが固定
鏡筒１１０に対して移動する第１方向の一例である。
　第１～第３レンズ群１４０ａ～１４０ｃは、それぞれ複数枚のレンズを組み合わせて構
成されている。なお、第１～第３レンズ群１４０ａ～１４０ｃは単一のレンズから構成さ
れていてもよい。第１レンズ群１４０ａは被写体の光学像を取り込むためのレンズ群であ
る。第２レンズ群１４０ｂはズーム調整に用いられる。第３レンズ群１４０ｃはフォーカ
ス調整に用いられる。第１～第３レンズ群１４０ａ～１４０ｃの間隔を変化させることに
より、ズームやフォーカスが調整される。
【００１４】
　移動鏡筒１２０は、固定鏡筒１１０に対して前方（被写体側）に繰り出されたり、固定
鏡筒１１０の内部に収納されたりする。具体的には、移動鏡筒１２０は、第１移動鏡筒１
２０ａと、第２移動鏡筒１２０ｂ（第２支持枠の一例）と、第３移動鏡筒１２０ｃと、第
２レンズ枠１３０ｂ（第３支持枠の一例）と、を有している。
　第３移動鏡筒１２０ｃの内側に第２移動鏡筒１２０ｂが配置されており、第２移動鏡筒
１２０ｂの内側に第１移動鏡筒１２０ａが配置されている。撮影時には、第３移動鏡筒１
２０ｃに対して第２移動鏡筒１２０ｂが繰り出され、第２移動鏡筒１２０ｂに対して第１
移動鏡筒１２０ａが繰り出される。また、沈胴時には、第３移動鏡筒１２０ｃに第２移動
鏡筒１２０ｂが収納され、第２移動鏡筒１２０ｂに第１移動鏡筒１２０ａが収納される。
このように、固定鏡筒１１０に対して第１～第３移動鏡筒１２０ａ～１２０ｃが前方に繰
り出されたり、固定鏡筒１１０に第１～第３移動鏡筒１２０ａ～１２０ｃが収納されたり
する。第１～第３移動鏡筒１２０ａ～１２０ｃが前方に繰り出された際は、第１移動鏡筒
１２０ａが最前面に繰り出される。
【００１５】
　＜レンズ鏡筒の詳細構成＞
　次に、レンズ鏡筒１００について詳細に説明する。
　図２～図４に示すように、固定鏡筒１１０は、円筒状の固定枠２３０と、この固定枠２
３０に固定されたマスターフランジ２４０と、を有している。固定枠２３０の内側に第３
移動鏡筒１２０ｃが光軸方向に移動可能に配置されている。固定枠２３０により第３レン
ズ枠１３０ｃが光軸方向に移動可能に支持されている。マスターフランジ２４０の中心部
には、ＣＣＤユニット２６０（撮像素子の一例）と、赤外線遮断用のＩＲカットガラス２
５０と、が配置されている。
【００１６】
　図２～図４に示すように、第１移動鏡筒１２０ａは、第１レンズ枠１３０ａと、第１レ
ンズ群１４０ａを保護するためのバリアユニット１５０と、を有している。第１レンズ枠
１３０ａには第１レンズ群１４０ａが固定されている。バリアユニット１５０は第１レン
ズ枠１３０ａの前側（被写体側）に配置されている。このバリアユニット１５０は複数の
バリア羽根１５０ａを有している。撮影時には、バリア羽根１５０ａが開き、第１レンズ
群１４０ａに光が入射する（例えば、図２および図３参照）。非撮影時（つまり、沈胴時
）には、バリア羽根１５０ａが閉じて、バリア羽根１５０ａにより第１レンズ群１４０ａ
が保護される（例えば、図４参照）。
【００１７】
　図２～図４に示すように、第２移動鏡筒１２０ｂは、円筒状のカメラカム枠１６０と、
このカメラカム枠１６０の内側に配置された円筒状の直進枠１７０と、を有している。直
進枠１７０の内側には第１移動鏡筒１２０ａが光軸方向に移動可能に配置されている。ま
た、第２移動鏡筒１２０ｂにより第１移動鏡筒１２０ａおよび第２レンズ枠１３０ｂが光
軸方向に移動可能に支持されている。具体的には、カメラカム枠１６０の内周面にはカム
溝が形成されている。このカム溝により第１レンズ枠１３０ａおよび第２レンズ枠１３０
ｂが光軸方向に案内される。この結果、カム溝の形状に応じて第１レンズ群１４０ａおよ
び第２レンズ群１４０ｂが光軸方向に移動する。直進枠１７０には直進溝が形成されてい
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る。この直進枠１７０により、第１レンズ群１４０ａおよび第２レンズ群１４０ｂが固定
鏡筒１１０に対して回転することなく光軸方向に移動する。
【００１８】
　図２～図４に示すように、第３移動鏡筒１２０ｃは、円筒状の駆動枠２１０と、駆動枠
２１０の内側に配置された貫通カム枠２２０と、を有している。貫通カム枠２２０の内側
に第２移動鏡筒１２０ｂが光軸方向に移動可能に配置されている。
　図２～図４に示すように、第２レンズ枠１３０ｂには、例えばシャッターユニット１８
０、手ブレ補正機構１８５および絞り機構（図示せず）が取り付けられている。シャッタ
ーユニット１８０は第２レンズ群１４０ｂの後側に配置されたシャッター１８０ａを有し
ている。手ブレ補正機構１８５は第２レンズ群１４０ｂを光軸Ｌに垂直な面内で移動可能
に支持している。第２レンズ枠１３０ｂにより第２レンズ群１４０ｂが保持されている、
ということもできる。絞り機構は光学系Ｏの絞り調整を行う。シャッターユニット１８０
、手ブレ補正機構１８５および絞り機構にはフレキシブル配線１９０を介してコントロー
ラ（図示せず）から制御信号が伝達される。
【００１９】
　＜フレキシブル配線の詳細構成＞
　ここで、フレキシブル配線１９０について詳細に説明する。図２～図４に示すように、
フレキシブル配線１９０は、配線がプリントされたフィルム状の部材であり、移動鏡筒１
２０および固定鏡筒１１０の内側に配置されている。図８に示すように、フレキシブル配
線１９０は、第１端部１９０ｂ（第１端部の一例）、第２端部１９０ａ（第２端部の一例
）、第１連結部１９３ａ（第１連結部の一例）、第２連結部１９７（第２連結部の一例）
および装着部２７５（装着部の一例）を有している。
【００２０】
　第１端部１９０ｂは複数の端子１９１を含んでいる。第１端部１９０ｂの端子１９１は
固定鏡筒１１０に配置された複数の端子（図示せず）に接続されている。第１端部１９０
ｂは固定鏡筒１１０により保持されている、ということもできる。
　第２端部１９０ａは複数の端子１９２を含んでいる。第２端部１９０ａの端子１９２は
第２レンズ枠１３０ｂに配置された複数の端子（図示せず）に接続されている。つまり、
第２端部１９０ａは第２レンズ枠１３０ｂにより保持されている、ということもできる。
【００２１】
　第１連結部１９３ａは、第１端部１９０ｂと装着部２７５との間に配置された帯状の部
分であり、第１端部１９０ｂと装着部２７５とを連結している。第１連結部１９３ａは、
配線がプリントされたフィルム状の部分であり、固定鏡筒１１０から直進枠１７０まで延
びている。
　第２連結部１９７は、第２端部１９０ａと装着部２７５との間に配置されており、第２
端部１９０ａと装着部２７５とを連結している。具体的には、第２連結部１９７は第１中
間部１９３ｂ、折り畳み部１９５および第２中間部１９４を有している。折り畳み部１９
５は、帯状の部分が折り畳まれ重なり合っている。具体的には、フレキシブル配線１９０
は、第１折り曲げ線Ｆ１、第２折り曲げ線Ｆ２および第３折り曲げ線Ｆ３で折り曲げられ
ている。折り畳み部１９５は第２レンズ枠１３０ｂに保持されている。第１中間部１９３
ｂは、装着部２７５と折り畳み部１９５とを連結しており、直進枠１７０から第２レンズ
枠１３０ｂまで延びている。第２中間部１９４は折り畳み部１９５と第２端部１９０ａと
を連結している。
【００２２】
　第１端部１９０ｂから第２端部１９０ａまでの長さ（より詳細には、第１連結部１９３
ａの長さおよび第１中間部１９３ｂの長さ）は、第２レンズ枠１３０ｂおよび直進枠１７
０の動きに影響を及ぼさない程度に長く設定されている。図３に示すように、第２レンズ
枠１３０ｂが固定鏡筒１１０から最も離れたとき、フレキシブル配線１９０が軽く張った
状態となる。図４に示すように、第２レンズ枠１３０ｂが固定鏡筒１１０に近づいたとき
、フレキシブル配線１９０が緩んだ状態となる。なお、図４に示す沈胴状態では、第１連
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結部１９３ａは第２移動鏡筒１２０ｂとマスターフランジ２４０との間、および第３移動
鏡筒１２０ｃとマスターフランジ２４０との間、を通っている。さらに、第１中間部１９
３ｂは第１レンズ枠１３０ａとマスターフランジ２４０との間を通っている。
【００２３】
　装着部２７５は、第１端部１９０ｂおよび第２端部１９０ａの間に配置された中継端と
して機能しており、直進枠１７０により保持されている。装着部２７５は、湾曲部２７０
（配線部の一例）と、平板状の補強部材２８０と、を有している。湾曲部２７０は、配線
がプリントされたフィルム状の部分であり、第１連結部１９３ａから第２連結部１９７に
かけてＵ字状にカーブしている。第１連結部１９３ａおよび第１中間部１９３ｂは、配線
面が互いに反転するように装着部２７５から引き出されている。補強部材２８０は、湾曲
部２７０を補強するための部材であり、湾曲部２７０に固定されている。補強部材２８０
の剛性は、湾曲部２７０の剛性、第１連結部１９３ａの剛性および第２連結部１９７の剛
性よりも高い。したがって、装着部２７５の剛性は、第１連結部１９３ａの剛性および第
２連結部１９７の剛性よりも高くなっている。
【００２４】
　補強部材２８０は、第１支持孔３１１（第１支持孔の一例、孔の一例）と、第２支持孔
３１２（第２支持孔の一例、孔の一例）と、補助孔３１５と、を有している。第２支持孔
３１２には第１突起３００（後述）が挿入されている。第２支持孔３１２には第２突起３
０１（後述）が挿入されている。補助孔３１５は組立時にピンセットなどの工具を挿入す
るための孔である。以下に説明するように、装着部２７５は直進枠１７０に取り外し可能
に装着されている。
【００２５】
　＜直進枠の詳細構成＞
　直進枠１７０は装着部２７５を保持する収納部２９０を有している。収納部２９０は、
装着部２７５の弾性力を利用して装着部２７５を取り外し可能に保持している。具体的に
は図１１に示すように、装着部２７５はたわんだ状態で収納部２９０に光軸方向に挿入さ
れている。装着部２７５は、光軸方向に平行な基準線を中心に円弧状にたわんでいる。本
実施形態では、この基準線は光軸Ｌと概ね一致している。また、装着部２７５は、収納部
２９０の後側（ＣＣＤユニット２６０が配置されている側）から収納部２９０に挿入され
ており、直進枠１７０の外周面１７１と内周面１７２との間に配置されている。
【００２６】
　図９～図１１に示すように、収納部２９０は、第１支持部３１０、第２支持部３４０、
第１突起３００および第２突起３０１を有している。第１支持部３１０および第２支持部
３４０により、装着部２７５が挿入されるスリットＳが形成されている。スリットＳは直
進枠１７０の円周方向に沿って形成されている。
　第１支持部３１０は、装着部２７５よりも外周側に配置されており、第１主面２８１の
縁の一部と当接している。具体的には、第１支持部３１０は第１当接部３２０および第２
当接部３２１を有している。第１当接部３２０および第２当接部３２１は、直進枠１７０
の円周方向に間隔を空けて配置されている。図１１に示すように、第１主面２８１は第１
縁部２８１ａおよび第２縁部２８１ｂを有している。第１縁部２８１ａは光軸方向に平行
に配置されている。第２縁部２８１ｂは、光軸方向に平行に配置されており、第１縁部２
８１ａと反対側に配置されている。第１当接部３２０は第１縁部２８１ａと当接しており
、第２支持部３４０は第２縁部２８１ｂと当接している。
【００２７】
　一方、第２支持部３４０は、装着部２７５よりも内周側に配置されており、第２主面２
８２と当接している。本実施形態では、第２支持部３４０は第２主面２８２の中央部２８
２ａと当接している。第２支持部３４０は、直進枠１７０の円周方向において第１突起３
００および第２突起３０１の間に配置されている。
　第１突起３００（規制部の一例、第１突起の一例、突起の一例）は、直進枠１７０の半
径方向（光軸方向と垂直な第２方向の一例）に第１当接部３２０から突出しており、第１
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支持孔３１１に挿入されている。本実施形態では、第１突起３００は第１当接部３２０か
ら半径方向内側に突出している。
【００２８】
　第２突起３０１（規制部の一例、第２突起の一例、突起の一例）は、直進枠１７０の半
径方向に第２当接部３２１から突出しており、第２支持孔３１２に挿入されている。本実
施形態では、第２突起３０１は第２当接部３２１から半径方向内側に突出している。
　本実施形態では、装着部２７５は、収納部２９０に別部材を用いて固定されているわけ
ではなく、第１突起３００および第２突起３０１が第１支持孔３１１および第２支持孔３
１２にそれぞれ嵌め込まれることで、収納部２９０に装着されている。装着部２７５は第
１突起３００および第２突起３０１に取り外し可能に引っ掛けられている。
【００２９】
　さらに、図９～図１１に示すように、収納部２９０は、切欠部３２５、第１開口３３０
および第２開口３３１を有している。
　図１１に示すように、切欠部３２５は、装着部２７５および第２支持部３４０よりも外
周側に配置されており、直進枠１７０の円周方向において第１当接部３２０と第２当接部
３２１との間に形成されている。装着部２７５は切欠部３２５を介して直進枠１７０の外
周側に露出している。図９および図１０に示すように、切欠部３２５が第２支持部３４０
に対応する位置に配置されているので、装着部２７５が収納部２９０に挿入されていない
状態では、第２支持部３４０の一部は切欠部３２５を介して直進枠１７０の外周側に露出
している。
【００３０】
　図９～図１１に示すように、第１開口３３０および第２開口３３１は、直進枠１７０の
円周方向において第２支持部３４０の両側に配置されている。第１開口３３０は、装着部
２７５よりも内周側に配置されており、装着部２７５に対して第１当接部３２０と反対側
に配置されている。第１突起３００が第１開口３３０の範囲内に配置されているので、装
着部２７５の取り付け時および取り外し時において、装着部２７５の第１突起３００周辺
部を第１開口３３０内に逃がすことができる。第２開口３３１は、装着部２７５よりも内
周側に配置されており、装着部２７５に対して第２当接部３２１と反対側に配置されてい
る。第２突起３０１が第２開口３３１の範囲内に配置されているので、装着部２７５の取
り付け時および取り外し時において、装着部２７５の第２突起３０１周辺部を第２開口３
３１内に逃がすことができる。
【００３１】
　以上のような構成により、フレキシブル配線１９０の装着部２７５は収納部２９０に取
り外し可能に装着されている。
　＜レンズ鏡筒の動作＞
　図２～図４を用いてレンズ鏡筒１００の動作について説明する。図２に示すように、広
角端では固定鏡筒１１０から第１～第３移動鏡筒１２０ａ～１２０ｃが繰り出される。図
３に示すように、望遠端では第１～第３移動鏡筒１２０ａ～１２０ｃが最も繰り出されて
いる。このとき、直進枠１７０が固定鏡筒１１０から最も離れ、かつ、第２レンズ枠１３
０ｂが固定鏡筒１１０から最も離れる。したがって、フレキシブル配線１９０の第１連結
部１９３ａおよび第１中間部１９３ｂは最も張った状態となる。なお、図３に示すように
、固定鏡筒１１０に対する第２レンズ枠１３０ｂの最大移動量Ｄ１は固定鏡筒１１０に対
する第２移動鏡筒１２０ｂの最大移動量Ｄ２よりも大きいので、望遠端では第２移動鏡筒
１２０ｂよりも第２レンズ枠１３０ｂの方が固定鏡筒１１０から離れている。
【００３２】
　一方、図４に示すように、非撮影時（沈胴時）においては固定鏡筒１１０に第１～第３
移動鏡筒１２０ａ～１２０ｃが収納されている。このとき、直進枠１７０は固定鏡筒１１
０のマスターフランジ２４０に近づき、かつ、第２レンズ枠１３０ｂは固定鏡筒１１０の
マスターフランジ２４０に近づく。このため、フレキシブル配線１９０の第１連結部１９
３ａおよび第１中間部１９３ｂは緩んだ状態となる。
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【００３３】
　＜レンズ鏡筒の特徴＞
　以上に説明したレンズ鏡筒１００の特徴を以下にまとめる。
　（１）レンズ鏡筒１００では、装着部２７５の弾性力を利用して収納部２９０が装着部
２７５を保持しているので、経時変化や環境変化により直進枠１７０に対するフレキシブ
ル配線１９０の装着状態が変化しにくくなる。また、場合によっては、テープなどの固定
部材を用いることなく直進枠１７０が装着部２７５を保持することができるので、装着部
２７５に対するフレキシブル配線１９０の装着状態が経時変化の影響を受けなくなる。
【００３４】
　以上のように、レンズ鏡筒１００では、フレキシブル配線１９０の取り外しを容易にし
つつ装着状態の安定性を高めることができる。
　また、収納部２９０のスリットＳに装着部２７５が挿入されているので、装着部２７５
が直進枠１７０の外周側の部材や内周側の部材と干渉するのを防止することができ、フレ
キシブル配線１９０の損傷を防止できる。
【００３５】
　（２）補強部材２８０の剛性が湾曲部２７０の剛性よりも高いので、装着部２７５の剛
性が高くなり、装着部２７５をたわませた際の弾性力を大きくすることができる。これに
より、装着部２７５が収納部２９０から脱落しにくくなる。
　また、収納部２９０の第１突起３００が第１支持孔３１１に挿入されており、第２突起
３０１が第２支持孔３１２に挿入されている。このため、第１突起３００および第２突起
３０１により装着部２７５の取付強度を高めることができ、別部材で装着部２７５を直進
枠１７０に固定しなくても、装着部２７５を直進枠１７０に取り付けることができる。
【００３６】
　さらに、第１突起３００が第１当接部３２０から半径方向内側に突出しており、第２突
起３０１が第２当接部３２１から半径方向内側に突出している。装着部２７５は弾性力に
より第１当接部３２０に押し付けられており、第２当接部３２１に押し付けられている。
したがって、装着部２７５の弾性力を利用して、第１支持孔３１１から第１突起３００が
抜けるのを抑制することができ、さらに、第２支持孔３１２から第２突起３０１が抜ける
のを抑制することができる。したがって、装着部２７５の弾性力を利用して装着部２７５
の取付強度を高めることができる。
【００３７】
　（３）収納部２９０が切欠部３２５を有しているので、装着部２７５の取り付けおよび
取り外しの際に、切欠部３２５から装着部２７５を操作することができる。例えば、装着
部２７５の補助孔３１５にピンセットなどの工具を挿入することで、装着部２７５を光軸
方向にスライドさせることができる。このように、切欠部３２５を設けることで、装着部
２７５の着脱が容易となる。
【００３８】
　（４）収納部２９０は、装着部２７５に対して第１当接部３２０と反対側に配置された
第１開口３３０と、装着部２７５に対して第２当接部３２１と反対側に配置された第２開
口３３１と、を有している。第１突起３００は第１開口３３０の範囲内に配置されており
、第２突起３０１は第２開口３３１の範囲内に配置されている。このような構成にするこ
とで、装着部２７５の取り付けおよび取り外しの際に、装着部２７５の第１突起３００周
辺部を第１開口３３０内に逃がすことができ、かつ、装着部２７５の第２突起３０１周辺
部を第２開口３３１内に逃がすことができる。したがって、第１突起３００および第２突
起３０１が存在しても、直進枠１７０に対する装着部２７５の着脱が容易となる。
【００３９】
　（５）装着部２７５は後側（ＣＣＤユニット２６０が配置されている側）から収納部２
９０に挿入されているので、直進枠１７０が固定鏡筒１１０から離れる方向に移動しても
、フレキシブル配線１９０が直進枠１７０の移動を妨げにくくなる。また、レンズ鏡筒１
００の組立時あるいはメンテナンス時に、収納部２９０に対する装着部２７５の着脱が容
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易となり、作業性が向上する。
【００４０】
　＜他の実施形態＞
　本発明の実施形態は、前述の実施形態に限られず、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種
々の修正および変更が可能である。また、前述の実施形態は、本質的に好ましい例示であ
って、本発明、その適用物、あるいはその用途の範囲を制限することを意図するものでは
ない。
【００４１】
　（１）フレキシブル配線１９０の構成は前述の実施形態に限定されない。例えば、第１
端部１９０ｂは少なくとも１つの端子１９１を含んでいればよく、第２端部は少なくとも
１つの端子１９２を含んでいればよい。
　また、装着部２７５がＵ字状の湾曲部２７０を有しているが、装着部２７５は他の形状
を有していてもよい。
【００４２】
　さらに、前述の実施形態では、湾曲部２７０と補強部材２８０とは別部材であるが、一
体形成されていてもよい。例えば、湾曲部２７０周辺を剛性の高いフィルムで形成しても
よい。
　（２）収納部２９０は第１突起３００および第２突起３０１を有しているが、収納部が
少なくとも１つの突起を有していればよい。また、収納部の突起は、第１支持部３１０か
ら半径方向外側に突出していてもよいし、第１支持部３１０ではなく第２支持部３４０に
設けられていてもよい。さらに、装着部２７５は第１支持孔３１１および第２支持孔３１
２を有しているが、突起が挿入される少なくとも１つの孔を有していればよい。なお、補
助孔３１５は省略されてもよい。
【００４３】
　（３）また、装着部２７５が第１支持孔３１１および第２支持孔３１２を有していない
場合も考えられる。具体的には図１２、図１３（Ａ）および図１３（Ｂ）に示すように、
装着部５７５は湾曲部２７０および補強部材５８０を有している。補強部材５８０は前述
の補強部材２８０よりも第２移動鏡筒１２０ｂの円周方向に長く、湾曲部２７０から円周
方向の両側に突出している。
【００４４】
　一方、収納部５９０は、前述の収納部２９０と概ね同じ構成を有しており、第１突起３
００および第２突起３０１の代わりに規制突起５０１（規制部の一例）を有している。規
制突起５０１は第２移動鏡筒１２０ｂに対する装着部５７５の光軸方向への移動を規制し
ている。規制突起５０１は、例えば第２当接部３２１の後側（被写体と反対側）の端部に
配置されており、第２当接部３２１から半径方向内側に突出している。規制突起５０１に
は装着部５７５が取り外し可能に引っ掛けられている。
【００４５】
　図１３（Ａ）および図１３（Ｂ）に示すように、装着部５７５が収納部５９０に挿入さ
れている状態で、規制突起５０１は湾曲部２７０と隣接して配置されている。規制突起５
０１は補強部材５８０と光軸方向に当接するように配置されている。補強部材５８０は円
弧状にたわんでいる状態で収納部５９０に挿入されている。補強部材５８０の弾性力によ
り補強部材５８０の両側の縁が第１当接部３２０および第２当接部３２１に押し付けられ
ている。したがって、補強部材５８０が規制突起５０１に引っ掛かりやすくなっている。
【００４６】
　図１３（Ｂ）に示すように、規制突起５０１は傾斜面５０１ａおよびストッパ面５０１
ｂを有している。傾斜面５０１ａは光軸方向に対して傾斜している。装着部５７５を収納
部５９０に挿入する際に、傾斜面５０１ａは補強部材５８０を半径方向内側に案内する。
したがって、補強部材５８０を収納部５９０に挿入しやすくなっている。ストッパ面５０
１ｂは光軸方向に垂直な面である。装着部５７５が収納部５９０から装着部５７５が収納
部５９０に挿入されている際に補強部材５８０が光軸方向に当接する。したがって、装着
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部５７５が収納部５９０から脱落するのを防止することができる。
【００４７】
　このような構成であっても、第２移動鏡筒１２０ｂに対する装着部５７５の光軸方向へ
の移動を規制することができ、フレキシブル配線１９０の取り外しを容易にしつつ装着状
態の安定性を高めることができる。
　（４）第１支持部３１０および第２支持部３４０の形状や配置は前述の実施形態に限定
されない。例えば、第１支持部３１０が別々の部分である第１当接部３２０および第２当
接部３２１を有しているが、第１支持部３１０が一体の部分から形成されていてもよい。
また、第２支持部３４０が複数の部分から形成されていてもよい。
【００４８】
　（５）装着部２７５は第２移動鏡筒１２０ｂに装着されているが、第１移動鏡筒１２０
ａあるいは第３移動鏡筒１２０ｃなどの他の移動鏡筒に装着されていてもよい。また、第
２端部１９０ａおよび装着部２７５が同じ支持枠（例えば、第２レンズ枠１３０ｂ）に保
持されていてもよい。
　（６）前述の実施形態では、主に補強部材２８０の弾性力を利用して収納部２９０が装
着部２７５を保持しているが、配線がプリントされている配線部の弾性力を利用してもよ
い。例えば、図１４（Ａ）および図１４（Ｂ）に示すように、装着部６７５は折り曲げ部
６７０（配線部の一例）および補強部材６８０を有している。折り曲げ部６７０は、配線
がプリントされた帯状の部分が折り曲げられて形成されている。具体的には、折り曲げ部
６７０は帯状の第１部分６７１および第２部分６７２を有している。収納部２９０に挿入
されている状態で、第１部分６７１および第２部分６７２は重なり合っている。
【００４９】
　補強部材６８０は、平板状の部材であり、折り曲げ部６７０（より詳細には、第２部分
６７２）に固定されている。補強部材６８０は第１支持孔６８１および第２支持孔６８２
を有している。
　一方、図１５に示すように、第２移動鏡筒１２０ｂは収納部６９０を有している。図１
５は、図１１に相当する断面図であり、図１４（Ａ）に示す実施形態に対応している。収
納部６９０は外周支持部６９１、内周支持部６９２、第１突起６００および第２突起６０
１を有している。第１突起６００および第２突起６０１は規制部の一例である。
【００５０】
　外周支持部６９１は平面状の外周支持面６９１ａを有している。内周支持部６９２は平
面状の内周支持面６９２ａを有している。外周支持部６９１および内周支持部６９２の間
に装着部６７５が挿入されている。折り曲げ部６７０の第１部分６７１は外周支持部６９
１の外周支持面６９１ａと当接している。補強部材６８０は内周支持部６９２の内周支持
面６９２ａと当接している。
【００５１】
　第１突起６００および第２突起６０１は、第２移動鏡筒１２０ｂに対する装着部６７５
の移動を規制しており、内周支持部６９２から半径方向外側に突出している。第１突起６
００および第２突起６０１は、補強部材６８０に形成された第１支持孔６８１および第２
支持孔６８２にそれぞれ挿入されている。
　前述の収納部２９０および５９０とは異なり、補強部材６８０はたわんでいない状態で
折り曲げ部６７０とともに収納部６９０に挿入されている。折り曲げ部６７０は折り畳ま
れた状態で収納部６９０に挿入されている。折り曲げ部６７０の弾性力により、第１支持
孔６８１および第２支持孔６８２に第１突起６００および第２突起６０１が挿入された状
態が保持されやすくなる。
【００５２】
　このような構成であっても、第２移動鏡筒１２０ｂに対する装着部６７５の光軸方向へ
の移動を規制することができ、フレキシブル配線１９０の取り外しを容易にしつつ装着状
態の安定性を高めることができる。
【産業上の利用可能性】



(13) JP 5874057 B2 2016.3.1

10

20

30

40

【００５３】
　本発明は、デジタルスチルカメラやデジタルビデオカメラの撮像装置に用いられるレン
ズ鏡筒に適用可能である。
【符号の説明】
【００５４】
　　　１　デジタルカメラ（撮像装置の一例）
　１００　　レンズ鏡筒（レンズ鏡筒の一例）
　１１０　　固定鏡筒（第１支持枠の一例）
　１２０　　移動鏡筒
　１２０ａ　　第１移動鏡筒
　１２０ｂ　　第２移動鏡筒（第２支持枠の一例）
　１２０ｃ　　第３移動鏡筒
　１３０ａ　　第１レンズ枠
　１３０ｂ　　第２レンズ枠（第３支持枠の一例）
　１３０ｃ　　第３レンズ枠
　１４０ａ　　第１レンズ群
　１４０ｂ　　第２レンズ群
　１４０ｃ　　第３レンズ群
　１７０　直進枠（第２支持枠の一例）
　１９０　　フレキシブル配線（フレキシブル配線の一例）
　１９０ａ　第２端部（第２端部の一例）
　１９０ｂ　第１端部（第１端部の一例）
　１９６　第１連結部（第１連結部の一例）
　１９７　第２連結部（第２連結部の一例）
　２７０　湾曲部（湾曲部の一例）
　２７５　装着部（装着部の一例）
　２８０　補強部材（補強部材の一例）
　２８１　第１主面（第１主面の一例）
　２８１ａ　第１縁部（第１縁部の一例）
　２８１ｂ　第２縁部（第２縁部の一例）
　２８２　第２主面（第２主面の一例）
　２９０　収納部（収納部の一例）
　３００　第１突起（第１突起の一例）
　３０１　第２突起（第２突起の一例）
　３１０　第１支持部（第１支持部の一例）
　３１１　第１支持孔（第１支持孔の一例）
　３１２　第２支持孔（第２支持孔の一例）
　３２０　第１当接部（第１当接部の一例）
　３２１　第２当接部（第２当接部の一例）
　３４０　第２支持部（第２支持部の一例）
　２１０　　駆動枠
　２２０　　貫通カム枠
　２３０　　固定枠
　２４０　　マスターフランジ
　２５０　　ＩＲカットガラス
　２６０　　ＣＣＤユニット（撮像素子の一例）
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